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※この図面はA1サイズを原寸とする。



鉄筋D13-3本 L=1400 鉄筋D13-18本 L=360
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(1箇所当り)

鉄筋 SD345 D13 kg
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※この図面はA1サイズを原寸とする。



鉄筋D13-3本 L=1400 鉄筋D13-18本 L=360
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材料表(既設函渠接続(1))

コンクリート m
3
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名　称 規　格 単位 数　量

材料表(基礎板)

コンクリート m
3

0.2418-8-25BB

型枠 0.64m
2

(1枚当り)

路盤紙 クラフト紙

D6 150×150溶接金網

kg1枚当り 570参考重量

m
2

m
2

2.39

2.08

16

16

200

2
0
0

2
0
0

200

1400 180

1
8
0

1600

1200

1
6
0
0

1
2
0
0

1160

1
0
0

2
0
6
0

50 1060 50

5
0

1
9
6
0

5
0

EL=1.58

基礎砕石

EL=-0.688 EL=-0.668

基礎砕石

EL=-0.130

EL=1.58

基礎ブロック（B）

反転基礎ブロック（B）

平面図

A-A 断面図 B-B 断面図

B
B

A
A

M1006-2-1 組立人孔1800×1500構造図
S=1:20

FRPMφ800

-2

1006

-1

1006

FRPMφ800

既
設

□
90
0
×
9
00

□900×900

既設

FRPMφ800

1006

-2 FRPMφ800

1006

-1

18-8-40BB　A=0.88m2

インバートコンクリート

基礎板

敷モルタル

基礎板

足掛金具

14
°

12
0
0 54

0

φ
80
0

φ
8
0
0

1
6

4
52

1
5
0

2060

22
0

16

4
7
2

1
0
02
0

2320

1
01
0

2
2
6
8

1
6

3
20

1
0
0
2
5

2
2
4
81
20
0

1
6

2
4
0
0

1
50

9
0
0

φ
80

0

1
5
0

1
7
1
0

1
1
0

φ600 φ600

16

16
φ
80
0

1
6

150900150

1500

100

10
0

1
6

1
80
0

φ
80
0

15
0

3
20

2
9
9
0

2
4
0
0

モルタル上塗 t=20

1
0
0

既設函渠接続(1)

巻立コンクリート　t=200既設函渠接続(1)詳細図 基礎板詳細図

鉄蓋及び受枠 無収縮モルタル

調整リング（CMR10）

調整リング（CMR10）

既設函渠接続(1)

10
02
0

1
0
0
2
5

1
1
0

1
0
0

津市下水道局下水道建設課事 業 所 名

縮　　　尺

図  面  名

施工箇所名

工　事　名

図面番号

平成29年度　下建公第3号

上浜排水区雨水管渠築造工事

津市島崎町及び桜橋二丁目地内

3/71：20

M1006-2-1 組立人孔1800×1500構造図

※この図面はA1サイズを原寸とする。



鉄筋D13-4本 L=1200 鉄筋D13-18本 L=525
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各種詳細図

※この図面はA1サイズを原寸とする。
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5/7図　示

舗装復旧詳細図

※この図面はA1サイズを原寸とする。
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県道開削施工時占用図（参考図）

※この図面はA1サイズを原寸とする。
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土留工標準図(軽量鋼矢板)（参考図）

※この図面はA1サイズを原寸とする。


